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（平成 18 年 11 月 16 日受理） 
 
Two Field Surveys & Two“Kouzoukaikaku Tokku Proposals”to Meet Challenges to the Quality of 





“River Terrace” characterizes the daily life of the people in the pastoral town of Uenohara where 
Teikyo University of Science and Technology (TUST) was established in 1990. The author of this 
article was invited to lecture in the Management Engineering Department on industry and business 
economics based on his knowledge and experience as an industrial economist and a member of the 
corporate staff involved in promoting the commercialization of new products of Toray Industries Inc., 
an innovative company in the polymer science field. 
A few years after joining TUST, he began to realize the relentless depopulation of the remote areas 
of the town caused by the aging population and declining birthrate. He started to investigate ways to 
meet the challenges and help maintain the quality of life in this pastoral community.  
The first step was to count the total number of vehicles over a twenty- four hour period, both on 
weekdays and at weekends, not only big dump trucks, road tankers, trailers and buses but also 
passenger cars, commercial vehicles and very small family cars that passed in both directions along 
National Route 20, where people are unable to do their daily shopping without the risk of a traffic 
accident. The number of vehicles passing every ten minutes was reported to the municipal authorities 
and a plan to build a tunnel was proposed so that traffic could pass through the town but bypass the 
main shopping street. 
The second step was to count the total number of passengers using trains at JR Uenohara Station 
in both directions from the first train at 5:20 to the last train at 24:50, to know the exact number and 
direction of travelers every ten minutes both on weekdays and at weekends. These data were also 
reported to the municipal authorities and a plan was proposed for a new bus terminal in front of the 
south exit of the station. 
The author found these two proposals were shelved owing to an insufficient municipal budget and 
administrative regulations and so he became determined to take the opportunity to bring his ideas to 
the Koizumi Kouzoukaikaku platform hoping to open the window on improving the Quality of Life in 
this pastoral town of Uenohara. 
His first idea was to set up a “car-sharing scheme” based on a dating site system to let those people 
with almost no private transportation get a lift easily and legally by asking neighbors and by paying, 
not in legal tender, but inprivate local community currency. 
His second idea was to allow the divisional ownership of land for the first time in Japan just like 
those legalized in the case of an individual residence within a condominium. The author has observed 
over the last fifteen years that very large spaces in front of the south exit have not been utilized 




These two proposals were ranked “D” by government officials, which means they could be put into 
practice immediately under the existing laws and no new specific Kouzoukaikaku regulations would 
be necessary. 
 






２．Quality of Life 維持向上策研究へのオリエンテーションと地域特性の発見 





添付資料－1 構造改革特区提案－その 1 背景説明資料 


















































上野原町（2005 年 2 月から上野原市）という地域















































































ここに挿入した航空写真（図 1）は 2002 年に発
行された『上野原町 町政要覧』に掲載されたもので、
上野原市の了承を得て筆者が説明を挿入したもので




























国道 20 号線は東京からの進入地点で海抜 255ｍ、商店街の最高地点で 264ｍ、 
甲府に向けて市街地を出る地点（市役所前）で 260ｍである。ＪＲ上野原駅は 
185ｍ、桂川の護岸は 167ｍである。インターチェンジは海抜 248ｍ。 






















































































手法を用いて 2 年後の平成 14 年 8 月 9 日（金）～






は、①2 年前の 1 日の交通量が 15,697 台であったの
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図 2：目抜きの国道 20 号線の商店街を往来する車輌の動向 
  













た 11）（図 1 右端の説明参照）。このトンネルが実現
すると 





















































































































大型 中・小型 ワゴン セダン 軽



















































































口の利用客は 6268 名で全体の 76％、南口の
利用客は 1932 名で全体の 24％であった。JR
















かう 17：30～19：30 の間であった。 
④ 夕刻のピークの規模は朝のピークの 4 分の 1
に過ぎなかった。 
⑤ 上野原の一般乗客の朝の通勤時のピークは
7:40 の 203 名で、10 分間の利用者が 100 名
を越える朝のラッシュアワーは 6：30～7：
40 の 1 時間 10 分であること、これに対して
夕方は 10 分間の利用者が 100 名を越えるの




図 3：平成 15 年 9 月 9 日の上野原駅乗降客の動向 
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の当時、上野原から新宿までの JR 運賃は 520 円、
現在は 1110 円である。30 年間の運賃の上昇率はバ
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構造改革特区申請 補足説明 資料 
山梨産業情報交流ネットワーク 構造改革特区・地域再生研究会 
帝京科学大学教授 谷口 文朗  
１．状況認識 
創立以来 15 年を経て地域との交流実績を積み重ねてきた帝京科学大学には、 
① 研究機関として持たねばならない問題に対する洞察力と問題解決への見識、 
② 教育機関として持たねばならない知的な正直さと遵法精神、 
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通貨で計算された「割り勘ベースのガソリン代などの実費＋10％ 










会社から出されている。タクシーはタクシー会社 4 社で推定 20 台が稼動しているが、料金が割高である上、
中心街でさえ幹線道路から入り込んだ場所では車の離合が不可能な場合があり、ドア トゥ  ードアというタ
クシー最大のメリットを受けられない場合がある。 
河岸段丘ゆえの高低差も大きな問題である。上野原の中心街は標高 260 メートル（国土地理院 1／25000




れている。桂川沿いの道路と JR 上野原駅の標高差は 20 メートルで、JR 上野原駅の利用者が桂川沿いの道
路にある駅南口からプラットフォームに辿り着くには一旦 86 段の階段を上り、さらに 31 段の階段を下らな
ければならない。上り下りする階段は合計 117 段、29 メートル、ビル換算 6～7 階分である。中心街から JR














行きたいが交通手段を持たない年配のB さんが自分のTPO を調整して予約、便乗する、その場合B さんは
A さんに対して割り勘でUEM で対価を支払う。C さんの特別の要望に応じる場合、A さんは「実費＋10％













がもらえ、このシール 160 枚を所定の台紙４ページに貼り付けると都留信用組合上野原支店で 500 円の法貨
と交換される仕組みが 1960 年代から今日まで定着している。 
この仕組みの上に、新たに地域商工会代表・行政代表・地域通貨利用者代表・大学代表で構成されるNPO





に 1000 円またはケヤキシール 1000 円相当分を想定）と UEM の賛同・支援者からの賛助金（1 口 10000
円を想定）によって既存のケヤキシール発行団体から UEM の円滑な流通に必要なケヤキシールを購入し、
ケヤキシール 40 枚を１UEM とする『金券』を発行してUEM の地域通貨としてのファシリティーを確保す
る。この金券は、都留信用組合上野原支店で 500 円の法貨と交換される大ケヤキシール 160 枚を貼り付けた





























を上野原市という地域で、合理的・効率的かつ持続可能な形で行う」現代の新しい社会基盤である。       
以上 
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添付資料－２ 
          上野原市における大学と地域の共同による 
地域活性化のための ＪＲ上野原駅南口 区画整理共同施行組合事業に関する 
構造改革特区申請 補足説明 資料 
山梨産業情報交流ネットワーク 構造改革特区・地域再生研究会 
帝京科学大学教授 谷口 文朗 
１．問題意識と課題 
帝京科学大学は、1990 年 4 月に、道が狭く、坂が多く、平坦地が僅少という河岸段丘特有の生活に不便
な地勢の上野原町（現上野原市・市役所所在地は国土地理院 2 万 5000 分の 1 によると標高 260 メートル）
に創設された。 
創設以来 16 年、大学は地域との交流を重ね、 
① 2000 年 9 月には街の目抜き通り商店街（標高 255～264 メートル）を貫通する国道 20 号線を四六時
中往来するトラック・ダンプカー・タンクローリーなど通行車輌の交通実態調査を、 
② 2003 年 9 月にはＪＲ上野原駅（線路の標高 185 メートル）の乗降客利用実態調査を行い、 
調査の結果とそれに基づく総合交通体系構想を地域活性化策として上野原町役場に提供した。 
この総合交通体系の構想は、 
① 大月から上野原に入る国道 20 号を桂川沿いに誘導し、川沿いにトンネルを掘って藤野に繋げる、 
② JR 上野原駅南口を東京駅南口に見立てて、（諏訪地区と新田地区を結ぶ）約 250 メートルの未拡幅の
市道の拡幅後に完成する環状バス道路を JR 山手線に、周辺から上野原中心市街に入ってくる 6 本の
放射状バス道路を JR 東海道線・中央線などに見立てて、上野原地域の交通を総合的かつ抜本的に改
善させる 
ものである。①が実行されると大月方面からの車輌が排気ガスを噴出して国道 20 号の標高差 80 メートル近










いで多く、2003 年 9 月の実態調査によると週日に北口を 6268 名、南口を 1932 名が利用し、週末に北口を

















ＪＲ上野原駅南口の土地改良事業は、1971 年に土地改良法第 95 条第 3 項の認可を得て開始された。事業
の対象となった区域は、富士五湖(忍野)を水源とする桂川（一級河川）の洪水対策が必要とされ、組合は桂
川の下流の神奈川県が管理する相模湖の満水時水位である標高172メートルに満たない土地を対象に最大で
3.7 メートルの盛土を行い、1979 年に完成させた。盛土完成に当たり、組合は 34 名の地権者で構成される
当初対象面積 35189 平方メートル＝10663 坪に建物が存在していたため、その建物補償用地として神奈川県
に 7107 平方メートル＝2153 坪の埋立てを求め、34 名の他に 12 名に提供した。この結果土地改良事業の対
象面積が合計 42296 平方メートル＝12817 坪に増加したために認可変更が必要になったが、全員の同意が得
られずに事態が膠着した。本件は事業開始以来 35 年が経過しているが、この間に相続等が発生し、2006 年































































所有部分を集約することによって対応することが可能だからである。                         
以上 
